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ⅩⅡ．門司港レトロ地区環境整備 

ⅩⅡ－１．事業概要 

（１）事業概要 

門司港レトロ地区環境整備の事業概要は以下のとおりである。 

 

表 事業概要 

■事業名 門司港レトロ地区環境整備 

■事業分野 港湾 
■事業の種類 新規事業 
■賞の受賞 2001 年デザイン賞 
■特に参考となる効果 利用形態・頻度等の変化 

商業活動の活性化・変化 
地域活動の活性化 
周辺景観の改善 

■事業対象・規模 対象：北九州港門司港区第一船だまり（福岡県北九州市） 
規模：約 8.3ha 

■事業主体 北九州市 
■周辺の関連事業 西海岸整備、北九州市都市景観条例、関門景観条例 
■景観検討の段階 計画・設計・施工 
■PI の有無 なし 
■事業期間・竣工 平成元年より事業開始 

平成５年：歩行者専用橋（ブルーウィングもじ）、橋詰公

園完成 
平成６年：港湾緑地の休憩場所として旧門司税関の保存

修復完了、門司港駅舎前の「レトロ広場」竣工、国際友

好記念図書館の前庭広場「文化広場」竣工、旧門司三井

倶楽部移設に伴う外構の再生 
平成７年：再開発建物の外構と連携船溜り側ボードウォ

ーク着工 
平成８年：再開発ビル着工 

■事業概要 九州北端の門司港は、かつては大陸との貿易、関門連絡船の

ターミナルとして、我が国有数の商業港であった。しかし、

戦後、大陸貿易の途絶、連絡船の廃止等で、町は急激に衰退

していった。そこで、北九州市は 1989(平成元)年より門司港

再生を目指し｢ふるさと創生事業｣｢歴史的港湾環境創造事

業｣等による、環境整備に着手。これまでに歴史的建造物の

修復、広場・街路・緑地等の整備等の公共空間の整備事業を

行った。｢門司港レトロ｣はこれらの事業の総称である。｢門

司港レトロ｣は比較的広い区域を対象地域としながら、既に

10 数年に及ぶ時間をかけ、設計者・行政関係者・地元市民

が緊張ある関係の中で進められた。 
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（２）事業対象位置図 

設計対象となった施設は、北九州港門司港区の通称門司港の発祥の地である第一船だ

まりを取り巻く地域である。この船だまりの回りには、かつては大陸との貿易、関門連

絡船のターミナルとして、我が国有数の商業港であった当時に建設された歴史的な建築

等が残されており、これらを結ぶように港湾緑地、歩行者プロムナード、広場、可動式

歩行者専用橋、駐車場等を整備している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 事例対象位置図 

 

旧市街地アーケード 
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（３）整備の経過 

①門司港レトロ地区環境整備の経緯 
九州北端の門司港はかつては大陸との貿易、関門連絡船のターミナルとして、我が国

有数の商業港であった。戦後、大陸貿易の途絶、連絡船の廃止などで、町の様相は大き

く変貌していった。 
北九州市は平成元年より門司港再生を目指し「ふるさと創生事業」、「歴史的港湾環境

創造事業」等による環境整備に着手した。従来、歴史的建造物等の保存に手をこまねい

ていた市は、これらの事業の適用による建物の買収・保存を進め、埋め立てられる計画

であった古い船だまりを残し、この船だまり周辺を賑わい、憩いの空間として再開発を

行った。観光地としての歩行者経路等の整備を図るため先行して、歴史的建造物の修復、

広場・街路・緑地等の整備などの公共事業が進められ、民間再開発を誘導することで、

地域の再生を狙ったものである。 
 

②門司港レトロ地区環境整備の内容 
1988 年より始められた門司港レトロ地区全体の景観設計は、市の港湾局、建設局、建

築局、経済局等、いくつかの発注部門に跨った横断的な事業であり、かつ長期に亘る事

業であったが、これらを結果として 1 人のデザイナーになんらかのかかわりを持たせる

ことで、計画の一貫性、責任の所在の明確な全体の空間が形成された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

写真 門司港レトロ地区環境整備の航空写真 
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図 門司港レトロ地区環境整備の内容 
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③公共空間の整備の視点 
門司港レトロ地区の公共空間整備の目標は、民間も含めたトータルなまちづくりの誘

導であり、門司港の魅力づくりに貢献することを主眼にし、公共空間整備の基本方針を

以下のように定められている。 
具体的には、官民一体でまちづくりを進めていくために、その第一段階として公共施

設の整備があり、歴史的な建造物の保存修復、公共空間の環境整備による歩行者の回遊

性の確保を行い、これらを受けて、民間再開発を誘導することが狙いとして挙げられて

いる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 公共空間整備の基本方針 
 

④歴史的港湾の船だまり周辺の整備内容 
この計画の特徴的な点は、船だまりを残したことに加え、水際線に車両を入れず、歩

行者専用のはね橋を設けることで、船だまりの港湾としての機能も残しつつ、歩行者の

回遊性を高めた点である。 
遊休化していた船だまりは一部を残し埋め立てられ、周辺地域の再開発の種地や緑地

として活用する計画にあった。しかし、船だまりは、明治初期に築造された門司港発祥

の地とも言うべき歴史的港湾施設であり、都心部に位置し駅に近接し、周辺に歴史的な

水面を活かすことで民間再開発が促進されるとの考えのもと、水域を残し、水域を中心

（「門司港レトロ地区設計基本デザイン計画報告書」）

① 環境資産、景観資産を活かした街づくり 
1） 歴史性-歴史的建造物群－門司港駅、商船三井ビル、 

              旧門司港税関、郵船ビル、 
              旧三菱倉庫、（門鉄会館）他 

歴史的港湾施設－石の護岸・舗装、繁船柱、上屋等 
歴史的な道路施設－一部に残されている石の舗装、街渠等 

2） 海、港の水際線－外水面－生きた港、往来する船舶 
                   －内水面－船溜り 

3） 関門海峡、和布刈のすぐれた景観資源－海峡越しの対岸の景観 
                    －和布刈や風師山等の山、緑 

－歴史 建造物へのビスタを尊重する、 
水辺へのビスタ、海峡・関門橋・対岸の景観を取り込む 

② レトロ－単に模倣としての旧いデザインではなく、歴史（時間の経

過、時を刻む）に耐える本物のデザインを指向する 
1） 自然の素材を基調としたデザイン 

     例えば、舗装は自然石を基調（費用の許す範囲において）とし、

木（ボードウォーク）、レンガ、コンクリート等、歴史に耐える素

材を用いる 塗り物、張り物の色は極力避ける 素材色を活かす 
街具、照明柱等一石、鋳鉄等の素材、コンクリート柱等 

2） 歴史的な港湾、道路施設の再生、復元 
土木史上にも価値のある施設の保存再生、復元を図る 
護岸笠石、街渠、舗装、照明デザイン等 

③ 快適な歩行空間、水際空間のデザイン 
1） 歴史の重みの中にも軽快さ、楽しさを演出するデザイン－歴史と

現代の対比－現代の最先端の技術、素材を活かしたデザインを持

ち込む 
2） 民活事業の商業施設、公的施設と一体的な施設のデザイン 

博物館都市ではなく活きた街としての賑わいの創造 
 

歴史的な資産の継承と保存活用 

民活による新たな魅力施設の導入 

門
司
港
周
辺
の
活
性
化
の
た
め
に

港を活かした美しい景観の創造 

快適な歩行者空間、水際空間の整備
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に賑わいを形成するべく、法定計画である港湾計画を変更した。都心部に残された船だ

まりは、港と都市の接点にあり、港町の記憶を継承している古き門司の面影を偲ばせる

骨格となった。 
従前の港湾計画は、船だまりの埋め立てにより、関門海峡と船だまりの間に関門海峡

の水際線に沿って臨港道路を建設する計画であったが、この計画も船だまりを残す計画

にあわせて変更し、船だまりの手前で臨港道路を行き止まりとし、歩行者専用のはね橋

（ブルーウイングもじ）を架けることにより、歩行者の回遊性を確保しつつ、船だまり

と関門海峡の船舶の行き来を可能とし、船だまりを活きた港湾施設として活用すること

を実現している。 
変更前の計画は、船だまりの大半は埋め立てられ、池状の水域に動かない帆船が係留

される計画であった。この計画変更を可能としたのは、海岸部を通る国道 198 号と鉄道

敷を挟んで内陸を通る国道 3 号を繋ぐ鉄道跨線橋により計画地を迂回させる車両動線を

確保した広域の交通計画の効果が大きい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 ブルーウイングもじ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 船だまり周辺の商業施設 

 
⑤駅前広場の整備の内容 

門司港の玄関ともいえる門司港駅前は、駅前広場を歩行者広場（レトロ広場）として

整備し、建物の移設を行うことで、レトロ広場からの関門海峡や関門大橋への視線を確

保している。 
門司港駅に降り立つと自然と関門海峡方面に視線が誘導され、ビルとビルの間から関

門海峡や関門大橋を眺めることができる。視線に沿って歩けば、関門海峡に自然にアク
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セスできる。従前、このビルの隙間にはビルが１棟建っており、隙間はほんのわずかで

あった。門司港駅に降り立ってもビル群が視線を遮り関門海峡も関門大橋も眺めること

はできなかった。この視線を遮蔽していた建物を移設することで視線を確保し、併せて、

視線を誘導するように駅前広場のデザインを工夫している。また、跡地を港湾緑地とす

ることで駅前から無理なく関門海峡に出ることができ、かつ、渡船等海からの来訪者に

とっても街への導入空間として機能している。 
加えて、門司港の優れた点は、その駅前広場が車優先の交通広場でなく歩行者広場（レ

トロ広場）とした計画と、国指定重要文化財である駅舎を引き立てるシンプルで、かつ

多様な活動を誘発させることを想定したデザインといえる。門司港駅の駅舎が国指定重

要文化財であり、その形式が国内では珍しい終着駅形式であることから、元々、海を意

識した立地であり、その駅舎正面の広場を歩行者広場とし、交通広場を裏側に設けるこ

とで、駅舎、歩行者広場、港湾緑地、関門海峡と繋がる海に開かれた空間が形成された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 門司港駅前レトロ広場 
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門司港レトロ関連概算事業費 

資料：北九州市産業経済局門司港レトロ室資料 

 

 

 

 

事業内容 事業費 備考 

 門司港レトロめぐり海峡めぐり推進事業 93.0 億円   

歴史的建造物活用事業 43.0 億円   

旧門司三井倶楽部移築保存 32.0 億円   
 

旧大阪商船保存活用 11.0 億円   

レトロめぐり事業 19.5 億円   

電線地中化 4.5 億円   

大正ロマン通り整備 1.5 億円   

レトロプロムナード整備 9.0 億円   
 

帆船通り整備 4.5 億円   

海峡めぐり事業 9.0 億円   

第二展望台テラスデッキ整備   

源平合戦陶板壁画設置   

駐車場整備   

和布刈公園回遊路整備   

 

その他広場整備   

観光施設等整備事業 21.5 億円   

門司港駅前レトロ広場整備(新交通広場含む) 18.0 億円   

文化広場整備 3.3 億円   

 

 

観光施設等案内板整備 0.2 億円   

 大連歴史的建造物建設事業 13.0 億円 北九州市立国際友好記念図書館 

 西海岸地区再開発事業 130.0 億円   

旧門司税関改修事業 12.0 億円   

はね橋建設事業 6.5 億円   

親水護岸整備事業 1.5 億円   
 

港湾緑地等整備事業(護岸、芝生緑地等) 110.0 億円   

 都市計画道路整備事業 45.0 億円 清滝西海岸線(バイパス) 

 レトロ業務ビル建設事業 14.0 億円 Port Moji 壱番館 

関連事業費合計 295.0 億円 ― 
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門司港レトロ事業における施設整備の推移 

年

度 
市事業 民間等事業 

H3 3 月 

〃 

〃 

ウォーターフロント・プロムナード 

第 1船溜まり「親水護岸広場」 

和布刈公園第二展望台テラスデッキ 

 

H4 1 1 月 

3 月 

西海岸緑地 

めかり回遊路(和布刈公園) 

 

H5 5 月 

〃 

6 月 

1 0 月 

大正ロマン通り 

レトロプロムナード 

レトロ広場(門司港駅前広場) 

跳ね橋「ブルーウイングもじ」 

 

H6 4 月  

12 月 

〃 

〃 

3 月 

 

旧大阪商船(修復) 

旧門司税関(修復) 

旧門司三井倶楽部(移築管理) 

国際友好記念図書館 

門司港レトログランドオープン(3/25) 

旧門司三井倶楽部、旧門司税関 

国際友好記念図書館、旧大阪商船 

1 2 月 門司電気通信レトロ館 

H7 7 月 「清滝西海岸線」(バイパス) ・レストラン三井倶楽部 

H8  ・あかしあ(国際友好記念図書館内) 

・レトロカフェ(旧門司税関内) 

・レトロひまわり館 

・レストラン「バルク」 

H9 4 月  マリンゲートもじ 

3 月 門司港ホテル 

・高速船「シーマックス」就航 

・門司港レトロ地ビール工房 

H10 7 月 

1 0 月 

門司港レトロ観光物産館 

門司港休憩所 

3 月 海峡プラザ 

H11 4 月 門司港レトロ展望室 4 月 ドリンクコーナー「ル・シエル」 

(門司港レトロ展望室内) 

H12  4 月

3 月

出光美術館(門司) 

新浜臨時駐車場(暫定)整備(観光協会) 

H13 7 月 夜間景観整備 1 1 月 ロブスターダイニング 

H14 4 月 

1 0 月 

1 1 月 

門司港アート村 

わたせせいぞうと海のギャラリー 

多目的広場(暫定整備) 

 

H15 4 月 

〃 

1 1 月 

〃 

海峡ドラマシップ 

港町 4号線整備 

ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ・遊歩道(一部暫定供用) 

大型ﾊﾞｽ専用駐車場(隆文堂跡地) 

4 月

4 月

8月

1 1 月

港町 4号線商業施設(海人) 

センターリバー 

九州鉄道記念館 

JOINT 門司港レトロ 

H16 6 月 

1 0 月 

ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ・遊歩道供用開始 

門司港レトロ駐車場供用開始 

5 月 門司港アート村ギャラリー 

「港のマチエール」 

資料：北九州市産業経済局門司港レトロ室資料 
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（４）設計図面 

 １）設計図面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体平面図 
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潮位差を活かした親水公園平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

潮位差を活かした親水公園断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブルーウイングもじ立面図・平面図 
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レトロ広場平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レトロ広場立面図 
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 ２）整備前後の写真 

 

整備前 整備後 

 
門司港駅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

門司港駅前 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

門司港第 1船だまり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国際友好記念図書館横から旧門司税関を望む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
門司港駅 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

門司港駅前 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

門司港第 1船だまり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国際友好記念図書館横から旧門司税関を望む 
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整備前 整備後 

 
 

船だまり側の旧門司税関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親水護岸周辺 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

門司港駅前「レトロ広場」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

船だまり側の旧門司税関 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

親水護岸周辺 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

門司港駅前「レトロ広場 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：北九州市、財団法人北九州都市協会、「海峡の街 門司港レトロ物語」、 

平成 8年 3月 
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ⅩⅡ．計画・設計の意図および期待される効果 

 

（１）計画・設計の意図 

文献調査、設計者ヒアリング、事業者ヒアリングより、当該施設の整備の方針は、大

きく４つに整理される。以下に、各方針に対する計画・設計の考え方と内容をまとめる。 
 
１）歴史的資源・景観資源等の既存資源の活用 

かつての大陸との貿易、関門連絡船のターミナルとして、我が国有数の商業港であっ

た往時の歴史的建造物等の資源を保存再生・復元するなど、顕在化している資源を活用

することは勿論、加えて、関門海峡等の自然資源、市街地に近接した水面等をまちづく

りに取り込むといった活用が図られている。 
これらの要請や条件に対し工夫された考え方として、以下のものがあげられる。 

 
1.歴史的な建造物の保存再生  
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2.関門海峡等の自然資源の取り込み 
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２）親水空間・水際の賑わいの創出 

船だまりを存続させたことから、新たな親水空間を創出し、この船だまりを活用した

水際の賑わい空間を形成するため、水面を見通せるシンプルな柵等の工夫や、潮位差を

活かした親水公園による景観演出を行い、さらに、内陸側においても、広場や緑地にお

けるレベル差の形成を図っている。 
これらに関する設計意図として、以下のものがあげられる。 
 

1.船だまりの存続 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.水面を見通せるシンプルな柵と照明柱 
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3.潮位差を活かした親水公園 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.レベル差による演出と視線の確保 
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３）快適な歩行空間の創出・回遊性の向上 

快適な歩行空間を創出し、回遊性を向上させるために、歩行空間に併せた海やまちへ

の視線、アクセスの確保を図り、船だまり出入り口に跳ね橋を設けることで、周遊を可

能とする導線を確保した。また、歩行者プロムナードや道路空間とメリハリのある空間

デザインを演出している。 
これらに関する設計意図として、以下のものがあげられる。 

 
1.海やまちへの視線、アクセスの確保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.跳ね橋による回遊性の確保 
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3.メリハリのあるデザイン 
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４）市民参加等のソフトとの連動 

イベント等の開催を想定したスペースを提供することで、市民の参加を促す等、各種

の利用に対応できるソフトと連動したデザインを行っている。 
これらに関する設計意図として、以下のものがあげられる。 

 
1.広場でのイベント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.パラソルやベンチの設置 
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（２）期待される効果 

１）設計意図と期待した効果のまとめ 

文献調査と設計者ヒアリング、事業者ヒアリングによる計画・設計意図と期待される

効果の対応は以下のようにまとめられる。 

 

表 設計意図と期待した効果のまとめ 

 

設計意図 景観に配慮した内容 期待される効果 

１ 歴史的資源・景観資源等
の既存資源の活用 

○歴史的な施設の保存再生・復元
○関門海峡等の自然景観、歴史的
建築物やその前面水域の景観
の取り込み 

●利用形態・頻度等の変化 
●観光地としての価値の向上、商業
活動の変化 

●樹木の手入れ、花壇等の設置 
●清掃等の維持管理活動の活発化 
●周辺景観の改善、建物ファサード
の変化、軒先空間の変化、周辺商
業施設の連帯性の向上 

●地域住民の地区景観に対する意
識向上 

２ 親水空間・水際の賑わい
の創出 

○船だまりの存続、緑地の整備 
○船だまり側におけるシンプル
な鋳鉄柵や、親水広場のスリッ
トを設けた護岸擁壁の設置 

○親水公園における潮位差を活
用した景観演出 

○広場・緑地におけるレベル差の
形成、水際のシークエンス景観
の整備 

●利用形態・頻度等の変化、地域活
動(イベント・行事)の活性化、近
隣住民同士の会話の場の創出 

●親水性の向上 
●水面の活用による民間開発の促
進、商業活動の活性化・変化 

●視点場の形成 
●非日常を感じられる空間として
の利用 

３ 快適な歩行空間の創出・
回遊性の向上 

○海や街への視線・アクセスの確
保 

○船だまりの出入り口にはね橋
を設置 

○歩行者プロムナードを整備、一
体感のある道路空間の整備、メ
リハリのある空間デザインの
演出 

●利用形態・頻度等の変化 
●観光地としての価値の向上、商業
活動の活性化・変化 

●視点場の形成 

４ 市民参画等のソフトとの
連動 

○門司港駅前の多目的広場の整
備 

●利用形態・頻度等の変化、商業活
動の活性化・変化 

●地域活動(イベント・行事)の活性
化、清掃等の維持管理活動の活発
化 
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２）期待される効果の発現段階における整理 

上記期待する効果について、効果の発現段階の「意識変化」、「活動変化」、「空間変化」

において以下のような効果が想定される。 
 

表 発現段階ごとの効果の整理 
期待する効果 意識変化 活動変化 空間変化 

●歴史資源、景観資

源等の健在化 

○観光地としての意

識の向上 
○歴史あるまちへの

愛着、親しみの増加 

○観光ボランティア

への参加 
○歴史めぐり等への

参加 

○商業施設の立地 

●親水空間・水際の

賑わいの創出 

○水際のまち、海峡

のまち、港まちとし

ての誇り、親しみの

増加 
 

○ショッピングなど

の目的地までの通り

道／通勤・通学路／散

歩・ジョギング・ウォ

ーキング／写真撮

影・スケッチ／休憩／

周りの景色を眺める 
等の様々な利用の創

出 

○水辺等を使ったオ

ープンカフェの設置 

●快適な歩行空間

の創出と回遊性の

向上 

○水際のまち、海峡

のまち、港まちとし

ての誇り、親しみの

増加 
 

○ショッピングなど

の目的地までの通り

道／通勤・通学路／散

歩・ジョギング・ウォ

ーキング／写真撮

影・スケッチ／休憩／

周りの景色を眺める 
等の様々な利用の創

出 

○花壇等の設置 
 

●市民参画等のソ

フトとの連動 
○わが町としての愛

着の増加 

○イベントの開催、参

加周りの景色を眺め

る利用の創出 
○清掃活動の活発化 
○イベント運営組織

の設立（門司港レトロ

倶楽部） 
○地域情報誌の発行

（レトロタイムズ） 

 

 
これを踏まえ、各段階における効果の把握について調査を実施した。 
 




